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卵 の 殻

つ で 簡 単 に で き る 卵 料 理 は 良 く 作 る 。朝 は 刻 み ネ ギ を 入 れ た 卵 焼 き 、 昼 は ほう れ ん 草 と 一 緒 に 炒 り 卵 、 夜 は 玉 ね ぎを 抱 か せ た オ ム レ ツ 。　
真 っ 白 、 薄 い ピ ン ク 色 、 緑 が か っ た

白 、 卵 は い ろ ん な 色 を し て い る 。 表 面は 、 ザ ラ ザ ラ し た り つ る ん と し て い るが 、 ど れ も 静 か に 落 ち 着 い て い る 。　
毎 日 卵 を 割 る 。 殻 を 見 て い る と 愛 着

が 出 て く る 。 黄 身 を 守 る 使 命 を 果 た した 殻 に は 哀 愁 が 漂 う 。 き れ い に 半 分 に割 れ た 殻 は 嬉 し そ う に 頬 を 染 め る 。 歪に 割 れ た 殻 は 恥 じ ら っ て 俯 く 。 そ れ を

　
毎 日 、 毎 日 、 卵 を 割 っ て

料 理 を す る 。 料 理 は 得 意 では な い の で 、 フ ラ イ パ ン 一

掌 で 包 ん で 揉 ん で 粉 に す る 。 掌 に 刺さ る 殻 の 存 在 を 味 わ う 。 心 地 よ い ざら つ き に 酔 う 。　
き っ ち り 半 分 に 割 れ た 殻 を セ ロ テ

ー プ で く っ つ け 元 の 楕 円 に 戻 し 、 そこ に 黒 の マ ジ ッ ク イ ン ク で 蜘 蛛 の 巣を 描 く 。 昨 年 秋 に 窓 に 蜘 蛛 が 大 き な巣 を 張 っ た 。 そ の 精 密 な 糸 の 図 形 に魅 せ ら れ 、 長 く そ の ま ま に し て いた 。　
卵 に 巣 を 再 現 す る 。 黒 い 線 を 縦 横

に 引 き 殻 に 生 き 生 き と し た 巣 を 描く 。 そ の 迷 路 の よ う な 線 上 に 模 造 ダイ ヤ や 赤 い ル ビ ー を 貼 り 付 け 、 金 銀の シ ー ル を 纏 わ せ た ら 、 雑 誌 で 見 たエ ル ミ タ ー ジ ュ 美 術 館 の イ ー ス ター ・ エ ッ グ の よ う に 豪 華 に 輝 い た 。　
今 日 も 卵 を 割 る 。

「 フ  ォ  ー  リ  ー 」  が 作 製 し た植 物 標 本

　 　

杉 江

　
喜 寿

植 物 担 当 学 芸 員

そ の 植 物 標 本 の 多 く が日 本 に 残 さ れ る こ と にな り 、 そ の 後 の 日 本 の植 物 研 究 の 礎 の 一 つ とな り ま し た 。　
最 近 、 当 館 に 長 年 保

管 さ れ て い た 植 物 標 本

　
明 治 時 代 に 来 日 し た フ ラ

ン ス 人 宣 教 師 「 フ ォ ー リー 」 を 知 っ て い ま す か ？　
フ ォ ー リ ー は 、 明 治 ６ 年

に 宣 教 師 と し て 来 日 し ま した が 、 布 教 活 動 以 上 に 、 日本 や そ の 周 辺 地 域 で の 植 物採 集 に の め り 込 み ま し た 。彼 も ま た 同 時 代 に 来 日 し た諸 外 国 の 植 物 採 集 家 た ち と同 様 に 、 自 分 の 国 な ど に 珍し い 植 物 標 本 を 持 ち 出 す のが 目 的 だ っ た よ う で す 。 しか し 彼 の 死 後 、 結 果 的 に は 植 物 採 集 家  「 フ  ォ  ー リ ー 」
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を サ ポ ー タ ー の 方 と と も に調 べ 直 し た と こ ろ 、 彼 の 標本 を 含 む 貴 重 な 標 本 が 新 たに 多 数 確 認 で き ま し た 。 当館 で 開 催 中 （ ６ 月 １ 日 まで ） の 企 画 展 「 や ま ぐ ち 植物 さ ん ぽ （ そ の ２ ）  」 では 、 昨 年 春 に 開 催 し た 企 画展 の 続 編 と し て 、 山 口 県 や周 辺 県 の 植 物 や 絶 景 と と もに 、 フ ォ ー リ ー な ど の 貴 重な 植 物 標 本 も 紹 介 し ま す 。

鴻 城 九 図 ・ 道 場 門 前 橋

県 立 山 口 博 物 館

「 街 道 （ 往 還 ）  」 と 、 市 中を 縦 横 に 走 る 大 路 小 路 およ び そ の 近 辺 の 施 設 や 名所 に つ い て 、 各 種 資 料 が約

3 0点 展 示 さ れ る 。

　
内 容 は 、  「 街 道 」 に ま

つ わ る 江 戸 中 ・ 後 期 か ら明 治 維 新 期 に か け て の 古文 書 、 施 設 の 模 型 、 明 治維 新 期 に 山 口 の 名 所 を 描い た 錦 絵 ・ 鴻 城 九 図 の ３種 類 。 模 型 は 、 今 八 幡

　
十 朋 亭 維 新 館 （ 山 口 市

下 竪 小 路 ） で 、 企 画 展
「 山 口 の 道 と 名 所 〜 往 還

大 路 小 路 と そ の 界 隈 」が 、 あ す ３ 日 か ら ７ 月 ７日  （ 月 ）  ま で 開 か れ る 。 観覧 料 は 、 大 人 ２ ０ ０ 円 、小 中 学 生 １ ０ ０ 円 。 火 曜
（ 祝 日 の 場 合 は 翌 平 日 ）

は 休 館 。　
萩 往 還 ・ 石 州 街 道 ・ 山

陽 道 等 山 口 市 域 を 通 る

宮 、 古 熊 神 社 、山 口 大 神 宮 、 瑠璃 光 寺 五 重 塔 が並 ぶ 。 拝 殿 な ど普 段 は 入 れ な い場 所 を 、 さ ま ざま な 角 度 か ら 見る こ と が で きる 。　

５ 月

1 9
日

　

（ 月 ）  ま で が 前 期で 、同

2 1
日

　

（ 水 ）  以 降 は 後

期 。 展 示 品 は 一 部 入 れ 替え が あ り 、 鴻 城 九 図 は 前期 が ４ 点 で 後 期 は ５ 点 の紹 介 と な る 。　
さ ら に 、 関 連 イ ベ ン ト

「 語 り 部 と 行 く 石 州 街 道
ガ イ ド ウ ォ ー ク 」 も ２ 回開 催 。 １ 回 目 は 「 安 部 橋〜 石 観 音 コ ー ス 」 で ４ 月

2 7日  （ 日 ）  に 、 ２ 回 目 は

「 十 朋 亭 維 新 館 〜 仁 壁 神
社 コ ー ス 」 で ５ 月

1 8日
　

（ 日 ）  に あ る 。 ど ち ら も 、ガ イ ド 役 は 「 萩 往 還 語 り部 の 会 」 の 松 井 邦 昭 会 長が 務 め 、 時 間 は 午 前

1 0時

か ら ２ 時 間 程 度 。 参 加 料は 各 回 １ ０ ０ ０ 円 （ 入 館料 を 含 む ） で 、 電 話 等 での 同 館 へ の 事 前 申 し 込 みが 必 要 だ 。 定 員 は 、 各 回先 着

1 0人 。

　
ま た 、 同 館 学 芸 員 が 展

示 や 資 料 に つ い て 解 説 する 「 ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 」
（ 無 料 、 事 前 申 し 込 み 不

要 ） も あ る 。 日 時 は 、 ５月 ５ 日 （ 月 ・ 祝 ） と ６ 月
1 5日  （ 日 ）  の 各 午 後 １ 時 半

か ら

3 0分 程 度 。

　 「 今 も 歴 史 の 面 影 が 残る 山 口 市 内 の 往 還 や 街 路の 魅 力 が 伝 わ れ ば 。 ぜ ひご 来 場 を 」 と 、 同 館 の 山村 弘 美 さ ん 。 各 種 申 し 込み ・ 問 い 合 わ せ は 同 館
（
☎
０ ８ ３

－

９ ０ ２

－

１

６ ８ ８ ） へ 。お 知 ら せし ば ら く 休 載 い た し ます 。

「 聞 か せ
て 」 は 、

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ３ 日  ︵ 木 ︶  ~ ６ 日︵ 日 ︶  :

服 地 は ぎ れ バ ー ゲ

ン 、

３ 日  ︵ 木 ︶  ~

1 5日

︵ 火 ︶  :

Ｕ ＆ Ｃ

8 8買 取 イ ベ

ン ト

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼

~ ７ 日  ︵ 月 ︶  :

動 物 日 記 よ

し ざ わ よ う こ の 世 界 、 松林 栄 樹

　
蒔 絵 の 装 身 具 展

次 回 は 4 月 9 日 掲 載

︻ 柴 犬 情 報 ︼

生 後 ４ ケ 月

雄 ５ 万 血 統 付

０ ９ ０ ５

６ ９ ８ １ ７ ２ ６ 令 ６ 山 健第 ２ ８ ３ の ４ 号 販 売 粟 屋

︻ 大 内 ふ れ あ い 市 創 業

2 2

周 年 感 謝 祭 ︼

４ 月 ５ 日

（ 土 ）  ８ 時 〜

1 2時 半 。 春 野

菜 、 山 菜 、 筍 、 イ チ ゴ 、桜 餅 な ど を 特 価 で 販 売 。壺 焼 き の ト ロ ー リ 甘 い 焼芋 は 大 人 気 。

1 3日  （ 日 ）  の

大 内 ま つ り で も 出 荷 し ます 。 住

：

山 口 市 大 内 矢 田

北 ３

－ １ 駐 車 場 あ り 。

売 り ま す

催
　 　

し

十 朋 亭 維 新 館 が ７ 月 ま で 企 画 展

山 口  の  「 街 道 」  と 大 路 小 路 を 紹 介あ す ～
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3 0分 ～

1 2時

3 0分

こ こ と 小 郡 店 の 立 体 駐 車場 を ご 利 用 く だ さ い 。（ １ 時 間 無 料 券 を お 渡 し し ま す ）コ ミ ュ ニ テ ィ

ー
セ ン タ

ー

「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」（ 新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

無 料

と

 き

と こ ろ参 加 料駐 車 場

▲ コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

４ 月

1 7日  （ 木 ）

 

「 子 育 て ひ ろ ば 」

に お 越 し く だ さ い ♪

次 回 は ５ 月

1 5日  （ 木 ）  開 催 予 定 で す ♪

　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ

る ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出会 い の 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 に ノ ン プロ グ ラ ム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過ご せ る 空 間 を 提 供 す る 場 で す 。　
参 加 予 約 は 不 要 。 参 加 料 無 料 。 い つ 来 て

い つ 帰 っ て も Ｏ Ｋ 。 の ん び り し た い 方 も 、お 友 だ ち を つ く り た い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽に ご 利 用 く だ さ い 。

◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０ （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

コ ー プ や ま ぐ ち の 宅 配 で 取 り 扱 っ て い る 子育 て 応 援 チ ラ シ 「 ふ ぁ み ー ゆ 」 の 商 品 試 食会 を 行 い ま す 。 ぜ ひ お 越 し く だ さ い ！　
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー プ や

ま ぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ッ ク で き ます 。 急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す ので 、 あ ら か じ め ご 確 認 く だ さ い ま す よ う お願 い 申 し 上 げ ま す 。

　

　
今 回 コ ー プ の チ ラ シ を 見 て 初

め て 参 加 し ま し た 。 お も ち ゃ がた く さ ん あ っ て 喜 ん で い ま し た♡
　
手 遊 び 、 絵 本 の 読 み 聞 か せ

も 楽 し そ う に 集 中 し て 見 て い まし た ！

　
他 の お 子 さ ん と も 触 れ

合 い が で き て 参 加 し て よ か っ たで す 。 ま た 参 加 さ せ て も ら い ます 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。（ ペ ン ネ ー ム

　
こ ん ち ゃ ん さ ん ）

ひ ろ ば 参 加 者 の 感 想

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


